
第２回地域教育プロデューサー等ステップアップ研修会及び第２回情報交換会　アンケート結果

　〇　アンケート回答者18名

　○成果　△課題

　

　Q１　講演会について

【理由】
〇三瓶さんの講演を聞いて、何かをするには人のつながり、信頼関係は大事なんだということを再認識した。最後の詩

もとても良かった。

〇三瓶さんの生き方、考え方そのものが、教育行政に携わる身として大変参考になった。

〇三瓶さんの歩みとその時々の経験を基にしたストーリーは、これから歩み出そうとしている、また、立ち止まってし

まっている参加者にとっては、とても参考になるお話だったのではないかと感じた。

〇地域とつながる三瓶さんの意識の持ち方に感銘を受けた。

〇流れでやったことが、後々そのことの重要性に気が付くエピソードや、人との出会いや引き受けた仕事から次の新し

い動きが始まることが経験として語られるので、自分も今していることに無駄はないはずと思えた。

〇うろちょろすることの大切さを感じた。

〇今まで知らなかった方々の様々な活動を知ることができた。

○人的ネットワークの事例がとても参考になった。

○御自分の経験をとても分かりやすく話していただいた。今後の活動に役立てる内容があったので、早速持ち帰って、

皆で話し合おうと思う。ありがとうございました。

○今回初めて研修に参加した。コミュニティ・スクールの推進員や地域コーディネーターなど、同じような名前が存在

しており違いがよく分からないので、これから勉強していきたい。

○私も地域づくりのミッションで今の地域に携わっているが、三瓶さんの足し算の支援のお話を伺い、今やっているこ

とに少し自信を持つことができた。

〇自分の得意なことをいかせる方法を模索し、子どもたちに還元できる方法も探っていきたいと思った。

○自分がやりたいと思っていた学校と地域をつなげるということを三瓶さんの事例で理解することができた。

○三瓶さんの幅広い活動を聞かせてもらい、とても勉強になった。島根県の取組についても知ることができ、とても良

かった。次回の研修会も参加したいと思った。

○講師の方の熱量を感じることができて、自分もやる気になった。講師の方に負けないよう、自分の活動を頑張ってい

きたいと思う。

○講師の方の実践に基づく講演だったため、自分と重ねながら聞くことができた。自分も、手探りで活動しているの

で、周りを巻き込みながら活動の幅を広げていきたいと思った。

○地域づくりと社会教育が掛け合わさっていることが地域教育だということが、三瓶さんの事例と経験を聞かせていた

だき自分の中でもとてもふに落ちた良い機会となった。

また、三瓶さんはとてもコミット力の強い方だと思った。ただうろちょろしてるだけでは、ここまでの信頼を得るこ

とは難しかっただろうと思うし、自分にとっても参考にしたい部分がたくさんあった。

△食→農の話がもっと聞ければ良かった。
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　Ｑ４　講師に聞いてみたいこと

　○成果
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　Ｑ２　情報交換会について

　Ｑ３　全体の感想、本事業についての意見、要望等
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【理由】
〇いろんな地域の方々と交流し、お話ができてとても良かった。

〇これまで交流のなかった分野の方々と情報交換ができたので、大変参考になった。

〇自分のグループはそれぞれ立場は異なるが高等学校に関わる人が集まっていた。それぞれの悩みや疑問点を出し合

い、具体的な解決策が導き出せたわけではないが、それぞれの立場から意見交換をしたことで、新たな視点を持ち帰

ることができたのではないかと感じている。

○できることからやっていくしかないと感じ、参考になった。

○同じグループにいた北宇和高校のハウスマスターの方に教えていただいたり、他の方から質問していただいたりし

て、砥部分校のことに多く時間をとっていただきありがたいと思った。

○地域おこし協力隊の教育関連の活動が聞けて良かった。

○自宅近くで活動をされている方がいて、早速、お伺いしたいと思う。

○ポテンシャルの高い方々と知り合うことができ、今後の活動の幅が広がった。

○皆さんが、御自分の経験をお話しくださったので、入り込むことができた。

○地域おこし協力隊ほか、移住促進に係る業務を行っている。子育て世帯を呼び込むために、都会にはない、地方で

の充実した学校生活をＰＲすることも大切だと思う。子どもたちによりよい居場所を提供するためにも、学校と地域

との協力が不可欠だと思った。普段の研修などでは、教職員の方や教育に関わる方とお会いすることができないた

め、いろんなお話が聞けて良かった。

○様々な立場から、地域教育に携わりたい、子どもたちのために何かをしたいと思っている人たちの意見を聞くこと

ができ、大変参考になった。

○いろいろな方の活動が分かり、自分の今後の参考になった。

○参加者の皆さんから、いろいろと話が聞けたので、参考になった。

○地域おこし協力隊の方々が、愛媛県のそれぞれの地域で頑張っていることが分かった。そのような方と、地域が

もっと関わっていけば、地域が活性化すると感じた。

○いろいろな業種の方とお話しすることができて、参考になった。今後も、様々な立場の方との交流を大切にしてい

きたいと思う。

○様々な立場の方とお話しすることができ、皆さんが地域のことを考えながら活動していることが分かった。次回の

研修会でも、情報交換会でいろいろな人とお話ししたいと思う。

○少し先の自分にも訪れるであろう悩みなどを一緒に考えることができたので、参考になった。

○今後の活動の参考になった。

【理由】
〇人とのつながりは大事だということ、改めて感じた。田舎だからこそ特に。また次回も参加していろいろなお話を

聞いてみたいと思った。

○広く学校を取り巻くいろいろな立場の方がいることを知り、どうしても自分が知る範囲が限界と思いがちなことに

気が付いた。この研修での出会いを有効に活用させていただきたいと思う。

○今後も継続していただけるとありがたい。

【質問・回答】
☆引きこもった時期があったとのことでだったが、乗り越えられたの理由は、何かあったか。気持ちが落ちても継続し

て活動ができたモチベーションは何だったのか知りたい。

→（三瓶さんの回答）隊員時代をなんとかやってこれたのは、隊員としての活動外のプライベートの方で、島根県内に

有機農業や自然農つながりの友人ができ、そちらでのイベントや活動が楽しかったからです。引きこもった後は、

ちょっと達観しまして、「やりたいこと」はプライベートの方で、協力隊活動では「求められること」と「自分にでき

ること」の重なるところをするようにしました。

相手に合わせて動いてみたら、意外なところが鍛えられて、後から「やりたいこと」の役に立つこともあり、今は、

悩むことも含め全ての経験が肥やしになるような気がしています。


